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【演習問題】	

1.  
(1) 光によって励起された状態から反応が進行するとき、その反応はある程度速い必要がある。
理由を説明しなさい。 
(2) ある有機化合物の光異性化は一次反応で進行し、その反応速度定数は 1.7×104 s–1 であっ
た。また、この物質の蛍光寿命は 10.0 nsであった。この光異性化反応は励起一重項・三重項
のどちらから進行していると考えられるか。 
 
2. ある物質 P は光を吸収して励起状態 P*になる。P*は、次の２つの反応のうちどちらかに
よって失われる。(a) P*は蛍光を発して Pに戻る（一次速度定数 kf）、(b) P*は蛍光を発せ
ずに Pに戻る（一次速度定数 kr）。以下の問いに答えなさい。 

(1) この系についてのヤブロンスキー図を示しなさい。 
(2) P*に関する微分速度式を立てなさい。ただし、Pが単位時間に吸収する光の量を Iで表す。 

(3) P*について定常状態近似を仮定して、

€ 

[P*] =
I

kf + kr
を導きなさい。 

(4) この物質の蛍光強度 Fは単位時間に放出される光の量で定義され、

€ 

F = kf [P*]が成立する。

また、蛍光の量子収率ΦはΦ=F/I と定義される。Φを kf, krで表しなさい。 
(5) この系に別の物質 Qを加えたところ、P*は二次速度定数 kq で Q と反応して別の物質に

変化することがわかった。この系のヤブロンスキー図を示しなさい。 

(6)  (5)の時の蛍光の量子収率が

€ 

Φq =
kf

kf + kr + kq[Q]
 であることを示しなさい。 

(7) ジクロロメタン中室温で、[Q] の値を 0, 3.04, 7.48, 15.3 mmol/L と変化させて P の蛍光
の発光強度を調べたところ、相対強度はそれぞれ 1.0（基準値）, 0.72, 0.49, 0.32 となっ
た。また、P の蛍光寿命を測定したところ、 8.9 ns であった。Stern–Volmer プロットか
ら kq を求めなさい。また、P* と Q の反応は拡散律速と言えるか。 
 


